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博物館展示論 

第２講 展示の解剖学：資料、ケース、グラフィック 
１．展示の構成要素 
１）いわゆる博物館 
資料（標本） 
キャプション（ラベル） 
グラフィック（解説） 
展示パネル・ケース類 
 いわゆる博物館の展示
では資料に説明が必要な
場合が多く、展示コーナ
ーごとにグラフィックが
用いられる 
２）美術館 
資料（作品） 
キャプション（作品名称） 
無いこともある（グラフィック） 
 美術館の展示は作品の鑑賞が主体とな
り、説明的で鑑賞の妨げにもなるグラフ
ィックは少ない。グラフィックは展示室
や展示テーマの入口部分に置かれ、展示
資料（作品）に付随するものはキャプシ
ョンのみのことが多い。 
３）動物園水族館 
資料（動物） 
キャプション（魚名板） 
飼育舎／水槽（ケースに相当） 
 動物園では飼育舎、水族館では水槽がケースや展示パネ
ルに相当し、展示資料（＝生き物）はそのなかに収まって
いる。展示を考える場合、いわゆる博物館の模式があては
まる。 
４）植物園 
植物園の場合、ケースに相当する部分が通常はなく、展示
資料自体が空間を支配する。展示の構成は博物館よりも庭
や庭園に近い  
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構造壁 
（耐力壁） 

展示パネル 

資料 

支持具 

内装材 

展示資料の 
取付け場所 

内装材 支持具 展示パネル 
グラフィックパネル 
通常グラフィックと略す 

キャプション 
ステージ ケース 

北海道立北方民族博物館 

国立西洋美術館 

展示室の構造 

上：サケのふるさと千歳水族館（北海道） 
下：神代植物公園（東京都） 

音声ファイル１ tenji2020_2-3.mp3 

令和2（2020）」年度のテキストです
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２．ケース 
 概論６講でも触れたが来館者の視点、鑑賞の観点から再確認
したい。 
１）機能 資料の保存環境の提供、盗難や破損の予防、来館者
の安全確保、視線の一定化、空間の演出 
２）種類 機能と形状が混在して呼ばれる 
ハイケース（立ち見用）、ローケース（覗き込み用） 
壁面ケース（＝壁面に固定されたハイケース：ウォールケー
ス、壁付きウインドウケース）無人展示に適する 
島ケース（フロアの任意の場所に設置） 
気密ケース（エアタイトケース） 
ITOKI https://www.itoki.jp/solution/museum/display.html 
オカムラ https://www.okamura.co.jp/product/?c1=public&c1-2=museum 
ITOKIとオカムラのサイトを見ます 
コクヨ tenji2020_2-2.pdf 音声ファイル２tenji2020_2-4.mp3 
３）額装ガラス 絵画の展示はケース内に置かず、額装［がく
そう］して壁面に展示することが多い。作品保護のために低反
射ガラスを使用する。無反射ガラスはやや不透明で「すりガラ
ス」のような質感で平面資料の撮影用。 
低反射ガラス クリアサイト�｜AGCのGlass Plaza 
 https://www.asahiglassplaza.net/products/clearsight2/ 
３．展示パネル 
 様々な形状の展示資料を壁面に展示するための設備で展示会
社オリジナルの商品もある。システムパネルとも呼ぶ。高価な
ことから小規模博物館ではメッシュに代えることが多い 
  

上：ハイケース（東京国立博物館）」 
中：ウォールケース（横須賀市自然・人文博物館） 
下：ローケース（北海道立北方民族博物館） 

低反射ガラスの例 
本資料１ページ目の作
品（クロード・モネ
「陽を浴びるポプラ並
木」）。正面から見ると
ガラスは感じない。確
度を付けると天井の照
明が反射する 

システムパネルの例 
左：千葉県立中央博物
館 
右：北海道立北方民族
博物館 
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３．グラフィックパネル graphic panel（通常「グラフィック」
と略称する） 音声ファイル３ tenji2020_2-6.mp3 
 自然史博物館や歴史博物館などいわゆる博物館の展示は、資料
＋グラフィック（解説板）で出来ている。 
１）原形 図表と文章が別々。東京都復興記念館（墨田区）の展
示が1929（昭和4）年の帝都復興展覧会に出品された図表を伝え
ている 
記念館の歴史｜東京都復興記念館｜都立横網町公園 
 https://tokyoireikyoukai.or.jp/museum/history.html 
実物資料に解説と図版を加えた移動式展示解説 内国勧業博覧会
または水産博覧会の出品資料と思われるものが伊勢神宮の神宮農
業館に現存する 
２）普及 資料単独では理解が難しい自然史博物館や人文系博物
館で普及。普及には論文など出版物での図版が先行すること、印
刷技術の向上も必要だったと思われる（博物館教育論１回目資
料） 
３）発展 大型化、照明（バックライト）を利用したカラーコル
トン。映像音響機器やコンピュータの埋め込み：液晶ディスプレ
イの普及で容易に。将来は展示壁面が一体となった実物資料組み
込みグラフィックが登場するか 
４）言葉のずれ グラフィックパネルは、日本語は解説板でよい 
これを博物館や学芸員は、展示パネルと呼ぶことある。しかし、
展示業界で展示パネルは、展示物を取り付ける設備の意味で用い
る。「展示パネル」がどちらの意味で使われているか注意が必要 
５）バナー banner 布を用いた吊り下げ式の解説や飾り付けを
バナーと呼ぶ。利点は巻き取って保管できるので収納性に優れ巡
回展に向くこと、自立スタンドまたは天井からの吊り下げること
で展示室内の任意の場所で掲示が可能なこと。欠点はバックライ
トや情報機器の組み込みができないこと。

|�PO�2®Y�8©#�,\)§:!-,Ì�/��0�¥,�:0ºÆ·¾h1�
]�u<�81�Ê0PKCV@M1,ËÑ'&:BV�FWMX0�ÇÁqx1�

��c��»Î/¯�2�Ò-DVS?KC,w�
";:0ia¯2Ï�82$4:r*=93{Ñ_
d·¾h� �
1�
¦��×�j1DVS?KC0³m±½okµh1�
^�Ê�1·Ðb1c�¸0�l¶ph1�



�

�

４．グラフィックの実際 
１）構成 
タイトル（見出し） 
リード（概要）またはサブタイトル 無い場合もある 
テキスト（本文）または解説本体 
図版 無い場合もある 
その他（映像、音響機器、コンピュータ、資料） 
２）各要素 
フォント 明朝体かゴシック体、まれに丸ゴシックを用
いる。同一フォントでも細い（ウエイトが軽い）とおし
ゃれに見える サイズ見本 tenji2020_2-3.pdf 
サイズ タイトルは遠くからでも目立つ大きさ。テキス
トは１-２ｍ離れても容易に読めるサイズが適当である
が、場合による。資料の隣に置いて近づいて見るような
グラフィックであればより小さくても可能、展示室の入
口にあり、人が集中することから遠くから見る、とおり
ざまに見たりする場合は大きいサイズにする 
色彩 黒が基本。一部の水族館のように室内全体が暗
く、展示のみに照明がある場合は白やバックライトのこ
ともある 
文字数 多くの人に読んで欲しければ150字まで。知り
たい人向けなら長くてもよい。博物館では実際に数える
ようにしてほしい 
図版（写真を含む） 解説に適切な内容、かつ色彩や見
栄えの考慮も必要 
デザイン 、色彩、統一感（展示室や資料との）、一体
感（展示室や資料との） 
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